番　　　　　号　　
年　　月　　日

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　　理事長　殿

	住所
	

	名称
	

	氏名
	




ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業に係る収益状況等報告書
（・・委託事業名・・）


　　　　　年　　月　　日付け委託契約に基づく上記の委託事業に関し、　　　年度収益状況等について、ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業に関する特別約款第４条１項（一号・二号）の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記

1． 基本情報
（単位：円）　
	委託事業名
	

	委託契約期間
	

	委託契約額
	

	委託費確定額
	




2． 事業化実績報告
　　　（単位：円）　　　
	報告年度
	委託事業に係る売上高

	N1年度
	

	N2年度
	

	N3年度
	

	N4年度
	

	N5年度
	



3． 事業化等状況
（１）事業化の状況


（２）研究成果の事業化・製品化の課題と解決のための日程



（注釈）
1） ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業に関する特別約款第４条で報告を求める研究成果の事業化・製品化に基づく収益状況等とは、本様式で求める委託事業に係る売上高及び事業化等状況を指すものとします。
2） １．基本情報の「委託費確定額」は、検査が完了している委託費確定額を記載してください。
3） ２．事業化実績報告の「委託事業に係る売上高」は、製品単体の他、必要に応じ、当該製品の導入等に係るシステム構築費、工事費、保守費、管理費、サービス利用料等を含めることができます（但し、製品単体の売上高以外を含める場合には、製品単体の売上高とその他の売上高のそれぞれを明示することとし、必要な場合には、その他の売上高の内訳も提示してください）。また、売上高に、実施者の子会社や関連会社の売上高を含める場合は、原則として連結決算における売上高を用いてください。
4） ３．事業化等状況の「（１）事業化の状況」は、売上高を裏付ける根拠について、報告時点の事業化の状況を可能な限り具体的な販売期間、製品名、販売価格・数量、販売先顧客名等を使って記載してください。
5） ３．事業化等状況の「（２）研究成果の事業化・製品化の課題と解決のための日程」は、本報告時点で売上がない場合に課題や今後の日程等を具体的に記載してください。
6） 売上高を説明するにあたり必要な資料があれば添付してください。また、追加で資料を請求する場合があります。


	  契約管理番号
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